




































































十、 『舶来書目』 （抄本。尾崎雅嘉編 八 不全。 ）
　
十


















これらは唐船持渡書の記録であるという点に共通する特徴を持つが、実際には様々な書式を持ち、著録された資料の名目が現物のどのテキストを指すのか特定すること また資料の相互に著録され 作品同士が同じテキスト 、異な テキストかを判断することは困難で
江戸期における中国古典戯曲書の将来
五五









れた書籍の検閲を行っていた。この作業は、始 った当初、長崎奉行支配下におい 寺社が担っていたが寛永七（一六二〇）年に切支丹禁止令が出された後、寛永十六（一六二九）年から、長崎聖堂を建立し儒学を講じてい 向井元升が検閲に加わった。そして元升の三子元成の時代に書物改役を拝して以降は、幕末まで向井家が聖堂で書物改を担った。　
向井家が書物改に加わって以降の具体的な書物の受け入れ過程は






物は売買の対象になる。書物は将軍家（紅葉山文庫。上記資料十四） 、後 昌平坂学問所が優先して購入し、その後林家 老中、若年寄が「役人様方お調書」として購入 、その後商人 購入する。大意書が江戸に運ばれる間に、長崎では大意書などとは別に書物の目録「書籍元帳」を一部作り、これを元にして、船主との間で値決めが行われる。値の付いた書物は 江戸からの御用書 お調書の順で優先して購入された後、商 によ 入札が行わ 、その際商人たちは「見帳」 、 直組帳」 、 「落札帳」と言った売買資料を作る 上記資料三、資料八） 。そうした過程を経 のち書肆が書物を流通させるが、資料四、五はその段階以降の作成物である。　
以上の通り要約を試みたが、舶載された書物が詳細に検閲される






































































































































































































































































































































































































『分類舶載書目』の記載は簡単なものであるが、他書と比較すると重要なことが分かる。例えば『新撰五倫全備江状元香耗記』についてこれを『舶載書目』と対照させると、第四冊第六葉裏にその名目が見つかるが、 『舶載書目』には『新鐫図像 』も採録される。しかし『分類舶載書目』にはその名がない。 『新撰五倫全備江状元香毬記』を含むこれらの戯曲群 、 『舶載書目』に注記があり、一帙六本の六帙 らなり、 草蘆記 を欠く三十五本の戯曲が実際に検分されたことが分かるから、凡例に従えば 当然、 『分類舶載書目』はこの名前が記さなければならない。更 この省略 舶載書目』第四冊第六葉裏「新撰五倫全備江秘香毬記」の条に改行して

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































参照し、年代をもとに書籍の同定作業を行うと、いずれも一部六本の金聖嘆『第六才子書西廂記』であることが分かるが、初出のみを記す『分類舶載書目』は一か所のみ ったが、ここにおける『六才子書』は実際には二本あったことが分かる。 れにより『舶載書目』に著録された『六才子書 実際は二本を著録した記録であることが分かる。　
ここで挙げたのはわずか一例ずつであるが、各書目間の特性を理

















































































































































































































































を整理し、唐船持渡書の書籍検分の記録を調査し、特徴を探ってきた。これらの調査から明らかとなった は、資料間に存する記録の体裁は大きく異なっているが、やはり同じ旧 を編纂した資料である以上、校合は可能であったというこ である。以下にその要点をまとめ本検討の結論とする。一、
   向井氏の書籍検分の記録である「旧記」から編纂された資料は同じ資料を記したも もあるが、多くの部分で相違を見せ、単独で資料を扱うことで、同一書を別の書物と誤る危険性がある。故に必ず複数の資料 の校合を行わなければならない。
二、






































































































































































































































































































その後「惣目録」に変わったとする記述がある（注五所掲『宮内庁書陵部蔵舶載書目』 「諸言」九～ 〇頁）から、基本的 この「大意書」は向井家が書物改役に付く以前のものである。しかし同氏『江戸時代における唐船持渡書の研究』資料編「大意書」には元禄、享保、寛延 宝暦のが録されるから向井氏が書物改役 あった年代にも大意書は作成されていたらしい。無論その期間の大意書の作成者は向井家の のであったと思われるが、ただ同書所掲 資料 ついて小論が 物を確認できなかった め、本稿においては待考とし、後に現物を確認した後 改めて検討の対象としたい。
（６）
 
注（５）所掲『宮内庁書陵部蔵舶載書目』 「諸言」十四頁。
（７）
 
注（５）所掲『宮内庁書陵部蔵舶載書目』 「諸言」十五～一七頁。
